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　今年も労働保険（労災保険・雇

用保険）の確定保険料（平成１６年

度）、概算保険料（平成１７年度）の

申告、納付の時期となりました。

　事業主の皆さんは期間内に手続

きを行うようお願いします。

▼����　5月20日（金）

▼������　最寄の金融機関・

郵便局・各労働基準監督署・北海

道労働局

▼���　札幌東労働基準監督署

（�011－894－2819）
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　町では、研修機会を増やし多く

の有能な人材を育成することを目

的として町内に事業所がある事業

主と従業員を対象に「�����

����������」を行って

います。

　4月1日からは、研修参加者の受

講料全額を助成しますので、この

機会に是非受講してください。

▼��������	
中小企業

大学校旭川校の短期研修コース

▼���

　町内に事業所を有する商工業の

事業主と従業員で、町商工会が推

薦する者。（先着順に受付）

▼����受講料の全額

▼�����町商工会へ電話で申

し込みください。

▼����経済部商工課（�23－

3129）、または町商工会（�23－

2447）へ。

　国内の人口・世帯を一斉に調査把握することで、人口の推移などが分かる
基礎資料となり、未来の羅針盤として私たちの生活に生かされます。 
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　「��������	
」を上手

に利用しましょう。

▼��

　町内で1年以上継続して事業を

営む、信用保証協会の保証付の方。

▼����北海道銀行、北洋銀

行、札幌信用金庫の各当別支店。

▼����経済部商工課（�23－

3129）、町商工会（�23－2447）ま

たは、申込先の金融機関へ。

             （利率は平成１７年４月１日現在）�����
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連帯保証人１人以上
元金均等割賦返済2.175％以内３年以内２００万円以内����

取扱金融機関の定める
方法とする。

2.375％以内５年以内５００万円以内����

2.575％以内７年以内７００万円以内����

　町では、町内中小企業者への利

点が多い融資制度を設けていま

す。この制度を利用すると、たと

えば、事業資金200万円の均等3年

返済した場合は、利息額約65,000

円のうち約60,000円が戻ってきま

す。
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▼���　当別小学校ほか

▼����　1名

▼����　5月1日～平成18年3

月31日

▼����　原則として月～金曜

の8時15分～15時の内、週29時間

以内。

▼����　特殊学級に在籍する

児童生徒の介助。

▼��　月額139,500円

▼����　満５０歳未満(４月１日

現在）の介護福祉士またはホーム

ヘルパー２級以上の資格を有し、

普通自動車運転免許所持者。

▼����　履歴書・資格証明書・

本人の住民票・運転免許証

▼����　4月21日（木）

▼�����　町教委管理課学校

教育係（�23－2689）
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780円
72,300円＋1%（注１）
40,200円        （注２）40,200円�������

40,200円12,000円����

３００円15,000円

8,000円

��

�

�

�

過去１年の入院期間
90日以下　　650円

24,600円�
過去１年の入院期間
91日以上　　500円

（注1）「＋１％」は、361,500円を超えた医療費の１％を示す。
（注2）過去１年間で限度額に達した回数が４回目以降になる場合に適用。

　老人保健法受給者や町老（マル

老）・道老受給者が、１カ月に自己

負担限度額を超えて医療費を支

払った場合には、申請により超え

た額を受給することができます。

▼��������表のとおり
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▼����　受給対象者へ郵送の

「申請書」に必要事項を記載の上、

窓口に持参してください。（領収

書は添付不要。）

����������	
�

▼��������　

　領収書・印鑑・金融機関（郵便

局を除く）の通帳・健康保険証・

医療受給者証

▼������　福祉課福祉係

（「ゆとろ」内・�2３－3019）　 
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　町では、体の機能回復や日常生

活の拡大を目的にした「リハビリ

教室」を実施しています。

▼��　脳卒中後遺症や神経難病

などにより退院後も継続して機能

訓練が必要な方（ただし、介護保

険の「通所サービス」を受けてい

る方は対象外。）

▼���　4月20日（水）

�毎月1回の開催日は町広報健康

カレンダー欄に掲載。

▼��　10時30分～14時30分

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　

��～体操・レクリエーション・

創作活動などを通したリハビリ、

言語聴覚士によることばの教室、

様々なサービスの活用法や生活の

中での工夫点の情報交換。

��～作業療法士・言語聴覚士か

らの家庭で行えるリハビリ方法、

生活の仕方をアドバイス。

▼��　無料

▼�����　福祉課保健サービ

ス係（「ゆとろ」内・�23－2346）

���������������

　リハビリ教室をお手伝いくださ

るボランティアを募集します。

▼��　9時30分～15時

▼��　参加者との交流、体操・

レクリエーション時などの補助。

�日程、会場、申込は上記リハビ

リ教室と同じです。ご都合に合わ

せて参加できる方でも結構です。

▼���

4月22日（金）

5月27日（金）

6月24日（金）

▼��　９時30分～11時30分

（個別に指定時間を連絡します。）

▼��　ゆとろ（西町）

▼��　運動プログラム作成とア

ドバイス、体重・体脂肪・血圧測定、

柔軟性・持久力などの体力測定

▼�����　各開催日の1週間前

までに、福祉課保健サービス係

（「ゆとろ」内・�23－2346）へ。

　冬は「外を歩いて転んだら困る」

「雪かきでけっこう動く」からと、

健康づくりの運動を後回しにして

いたあなたに、健康運動指導士が

運動プログラムを作り、3カ月間、

「ゆとろ」で運動を継続できます。

　また、保健師・栄養士も健康づ

くりのお手伝いをします。

▼��　生活習慣病予防やダイ

エットのために運動を始めたい方。
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